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現在、地球温暖化を防ぐために温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする「ゼ

ロカーボン」に向けた取り組みが、世界各地で進められている。新技術や新製

品の開発によるものからライフスタイルを見直すことまで、さまざまなアイデ

アがある。「こどもゼロカーボンチャレンジ」（ゼロカーボンとっとり、鳥取

県主催）では、化石燃料に頼らない再生可能エネルギーのアイデアや省エネに

つながる行動などを盛り込んだ希望あふれる将来のまちを、鳥取県の小学生に

鮮やかに描いてもらった。表現力や知識力、発想力をポイントに審査した結果、

就将小６年の河野あかりさんが最優秀賞に選ばれた。
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【トットリボーン！】鳥取県が2050年脱炭素

社会の実現を目指して提唱する とっとりエコ

ライフ構想 の愛称 鳥取県で主な温室効果ガス

である二酸化炭素削減が ボーン！ ボーン！

と進み 環境先進地として レベルア

ップ 。また、その取り組みの輪が全国へリボ

ンのようにつながるよう思いを込めている。

子どもたちが描くゼロカーボンのアイデ

アには、実現しているものもある。鳥取県

は、音楽やゲームなどを楽しみながら再生

可能エネルギーの魅力を身近に体感できる

イベント「 2023」を 月 日、境

夢みなとターミナルで開催する。
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河野 あかり
就将小６年

春夏秋冬、季節ごとに取り組

めることを表現しました。暑か

った今年の夏は涼しい海や川で

過ごしたので、その様子を描き

ました。暑さのために外で遊ぶ

ことを我慢したこともあったの

で、ゼロカーボンに取り組むこ

とが大切だと思います。

太陽光 水力 風力などの自然

エネルギーを活用したまちを描

きました 使わない電気を消す

夏のエアコンは設定温度を下げ

すぎないなど身近でできること

から取り組み ゼロカーボンの

まちを実現させたいです

プラスチックで作られたもの

を買わないようにするため、マ

イボトルに飲み物を入れるドリ

ンクバーのような自動販売機を

思い付きました 海や風 植物な

ど自然の力を利用して発電し、

ゼロカーボンを目指します。

庄司 朱里 日進小６年 宮谷 月歩 福米西小４年池原 舶斗 中ノ郷小３年

脱炭素社会の実現を目指すため、人々が緑

あふれる自然と楽しく関わることが大切で

す。規模が大きくお金がかかる施設を造る際

は一からではなく、身近にあるビルや船など

を利用した取り組みから始めると良いと思い

ます。少しずつでも良いので、みんなで希望

あふれる未来をつくりたいです。
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